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2021年4～7月に都内で検出された380例の新型コロナウイルスについて，変異株を中心に次世代シーケンサーを用

いて全ゲノム配列を決定した．また，アルファ株およびデルタ株について，国際ゲノムデータベースに登録された国

内各地域で検出された事例の塩基配列情報と系統樹解析を行った．その結果，アルファ株については国内で広がり始

めた当初は東京都および近県3県と関西圏で地域ごとにクラスターを形成する傾向がみられていたが，その後，地域

差が認められなくなった．一方，デルタ株では感染拡大初期では地域により分かれたクラスターがみられたが，その

後の比較ではより短い期間に地域別クラスターの差が小さくなり，短期間に同一起源から感染が拡大した影響を反映

している可能性が推察された． 
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はは じじ めめ にに 
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の原因とさ

れる新型コロナウイルス (SARS-CoV-2）は，2019年12
月に中華人民共和国の武漢で初めて報告され1,2)，その伝

播の過程で様々な変異を生じながら，今現在も全世界に

拡散している．  
SARS-CoV-2は，約29.9kbの一本鎖プラス鎖RNAウイ

ルスであり，校正機能を有しているが年間24～25塩基/
ゲノムの変異を生じていることが報告されている3)．ま

た，本ウイルスのゲノムに認められる一塩基多型

（single nucleotide polymorphisms ；SNPs）は，ウイ

ルスの伝播元の推定や拡散の追跡に用いることができる

とされている4,5)．元来，ゲノム中に生じる突然変異の多

くはアミノ酸の変化を伴わない中立的なものであるが，

進化速度が速いウイルスにおいては，新たな変異や複数

変異の組み合わせが選択的優位性を与える例が報告され

ている6,7)．特に，SARS-CoV-2においては表面構造であ

るスパイクタンパク質が細胞侵入時にAngiotensin-
Converting Enzyme (ACE)2レセプターと結合することが

知られており8)，中和抗体の重要な標的でもあるスパイ

クタンパク領域に生じた変異は，疫学的な面のみならず

感染防御の面においても特に重要な意味を持つ． 
SARS-CoV-2について，感染性や伝播性の増強，ある

いは既感染者やワクチン接種者が獲得した免疫効果に影

響を与える可能性がある変異を有する株（変異株）は，

世界保健機構（WHO）において「懸念される変異株

（Variants of Concern ；VOCs）」や，「注目すべき変

異株（Variants of Interest；VOIs）」と定義されてい

る9)．これらに基づき，世界各国では感染状況を考慮し

つつ個別に変異株の定義がなされており10,11)，我が国で

は国立感染症研究所（感染研）が4種のVOCs（N501Y変

異を有するアルファ・ベータ・ガンマ，およびL452R変
異を有するデルタ）と1種のVOIs（L452R変異を有する

カッパ）を定義している12)（2021年8月1日現在）． 
現在，厚生労働省は国内における変異株の発生や感染

拡大の把握を目的に，地方自治体に対してVOCsを中心

としたサーベイランスを行うこと求めている13)．これを

受け，東京都健康安全センターでは積極的疫学調査で

SARS-CoV-2検査陽性となった検体を中心に，RT-リア

ルタイムPCR法による変異株の検出を実施している．今

回，それらの検体のうちウイルス量が多い検体を対象に，

次世代シーケンサー（NGS）を用いた全ゲノム解析を実

施した．あわせて，国際的なオープンアクセスゲノムデ

ータベースであるGlobal Initiative on Sharing Avian 
Influenza Data（GISAID）に登録された国内事例の塩

基配列情報と比較し，系統樹解析を行ったのでその概要

を報告する． 
 

実実 験験 方方 法法 
1.解解析析対対象象 
全ゲノム解析では，2021年4～7月に，東京都内の保健

所からCOVID-19に関連した積極的疫学調査として当セ

ンターへ搬入された検体の陽性例，および民間検査機関

等での検査陽性例のうち，変異株検査を目的に当センタ

ーへ搬入された検体を抽出した．次いで，長島ら14)のプ

ロトコルにによるRT-リアルタイムPCRを実施し，Ct値 

東京健安研セ年報 Ann. Rep. Tokyo Metr. Inst. Pub. Health, 72, 93-99, 2021 東京健安研セ年報 Ann. Rep. Tokyo Metr. Inst. Pub. Health, xx, 901-907, 20xx 

 
a  東京都健康安全研究センター微生物部ウイルス研究科 

169-0073 東京都新宿区百人町3-24-1 
 b 東京都健康安全研究センター微生物部 

東東京京都都でで検検出出さされれたた新新型型ココロロナナウウイイルルスス変変異異株株のの分分子子系系統統樹樹解解析析 

 
三 宅  啓 文 a，黒 木  絢 士 郎 a，磯 貝  ま や a，林  真 輝 a，山 崎  貴 子 a，根 岸  あ か ね a， 

藤 原  卓 士 a，長 谷 川  道 弥 a，浅 倉  弘 幸 a，永 野  美 由 紀 a，河 上  麻 美 代 a，矢 尾 板  優 a， 
北 村  有 里 恵 a，加 來  英 美 子 a，森  功 次 a，原 田  幸 子 a，熊 谷  遼 太 a，鈴 木  愛 a， 

糟 谷  文 a，天 野  有 紗 a，小 杉  知 宏 a，長 島  真 美 b，鈴 木  淳 a，貞 升  健 志 b 
 
2021年4～7月に都内で検出された380例の新型コロナウイルスについて，変異株を中心に次世代シーケンサーを用

いて全ゲノム配列を決定した．また，アルファ株およびデルタ株について，国際ゲノムデータベースに登録された国

内各地域で検出された事例の塩基配列情報と系統樹解析を行った．その結果，アルファ株については国内で広がり始

めた当初は東京都および近県3県と関西圏で地域ごとにクラスターを形成する傾向がみられていたが，その後，地域

差が認められなくなった．一方，デルタ株では感染拡大初期では地域により分かれたクラスターがみられたが，その

後の比較ではより短い期間に地域別クラスターの差が小さくなり，短期間に同一起源から感染が拡大した影響を反映

している可能性が推察された． 
 

キキーーワワーードド：新型コロナウイルス，COVID-19，SARS-CoV-2，変異株，GISAID，アルファ株，デルタ株 
 

はは じじ めめ にに 
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の原因とさ

れる新型コロナウイルス (SARS-CoV-2）は，2019年12
月に中華人民共和国の武漢で初めて報告され1,2)，その伝

播の過程で様々な変異を生じながら，今現在も全世界に

拡散している．  
SARS-CoV-2は，約29.9kbの一本鎖プラス鎖RNAウイ

ルスであり，校正機能を有しているが年間24～25塩基/
ゲノムの変異を生じていることが報告されている3)．ま

た，本ウイルスのゲノムに認められる一塩基多型

（single nucleotide polymorphisms ；SNPs）は，ウイ

ルスの伝播元の推定や拡散の追跡に用いることができる

とされている4,5)．元来，ゲノム中に生じる突然変異の多

くはアミノ酸の変化を伴わない中立的なものであるが，

進化速度が速いウイルスにおいては，新たな変異や複数

変異の組み合わせが選択的優位性を与える例が報告され

ている6,7)．特に，SARS-CoV-2においては表面構造であ

るスパイクタンパク質が細胞侵入時にAngiotensin-
Converting Enzyme (ACE)2レセプターと結合することが

知られており8)，中和抗体の重要な標的でもあるスパイ

クタンパク領域に生じた変異は，疫学的な面のみならず

感染防御の面においても特に重要な意味を持つ． 
SARS-CoV-2について，感染性や伝播性の増強，ある

いは既感染者やワクチン接種者が獲得した免疫効果に影

響を与える可能性がある変異を有する株（変異株）は，

世界保健機構（WHO）において「懸念される変異株

（Variants of Concern ；VOCs）」や，「注目すべき

変異株（Variants of Interest；VOIs）」と定義されて

いる9)．これらに基づき，世界各国では感染状況を考慮

しつつ個別に変異株の定義がなされており10,11)，我が国

では国立感染症研究所（感染研）が4種のVOCs（N501Y
変異を有するアルファ・ベータ・ガンマ，およびL452R
変異を有するデルタ）と1種のVOIs（L452R変異を有す

るカッパ）を定義している12)（2021年8月1日現在）． 
現在，厚生労働省は国内における変異株の発生や感染

拡大の把握を目的に，地方自治体に対してVOCsを中心

としたサーベイランスを行うこと求めている13)．これを

受け，東京都健康安全センターでは積極的疫学調査で

SARS-CoV-2検査陽性となった検体を中心に，RT-リア

ルタイムPCR法による変異株の検出を実施している．今

回，それらの検体のうちウイルス量が多い検体を対象に，

次世代シーケンサー（NGS）を用いた全ゲノム解析を実

施した．あわせて，国際的なオープンアクセスゲノムデ

ータベースであるGlobal Initiative on Sharing Avian 
Influenza Data（GISAID）に登録された国内事例の塩

基配列情報と比較し，系統樹解析を行ったのでその概要

を報告する． 
 

実実 験験 方方 法法 
1.解解析析対対象象 
全ゲノム解析では，2021年4～7月に，東京都内の保健

所からCOVID-19に関連した積極的疫学調査として当セ

ンターへ搬入された検体の陽性例，および民間検査機関

等での検査陽性例のうち，変異株検査を目的に当センタ

ーへ搬入された検体を抽出した．次いで，長島ら14)のプ

ロトコルにによるRT-リアルタイムPCRを実施し，Ct値 



94 Ann. Rep. Tokyo Metr. Inst. Pub. Health, 72, 2021 Ann. Rep. Tokyo Metr. Inst. Pub. Health, 72, 2021(先行公開版) 

表１．新型コロナウイルス全ゲノム解析株の変異と分類（検体採取日別） 

 
 

が30未満のウイルス量が多い検体を対象とした． 
また，系統樹解析では，2021年1～7月にGISAIDへ登

録されていた塩基配列データも使用した． 
 

2. SARS-CoV-2ススククリリーーニニンンググ・・変変異異株株ススククリリーーニニンン

ググ（（RT-リリアアルルタタイイムムPCR法法）） 
積極的疫学調査検体のSARS-CoV-2スクリーニングは，

Transcription Mediated Amplification（TMA）法の原理に

基づくアプティマ SARS-CoV-2（ホロジック）によりパ

ンサーシステム（ホロジック）を使用して実施した．

TMA法陽性例および変異株検査を目的とした検体につい

て，長島ら14)のプロトコルに従いQuantStudio 12K Flex
（Thermo Fisher Scientific）を用いたRT-リアルタイム

PCR による変異株スクリーニングを実施した．変異の確

認は，スパイクタンパク領域の452番目，484番目および

501番目のアミノ酸をコードする塩基における一塩基置

換の有無により行った． 
 
3. NGSにによよるる全全ゲゲノノムム解解析析 
検体からのRNA抽出はQIAmp Viral RNA mini Kit 

（QIAGEN）を用いた．ライブラリ調製はItokawaら15)の

手法に従って行った．すなわち，ランダムヘキサマーを

用いた逆転写反応後，NIID ver.N2プライマーセットを用

いて98°C 15秒，64°C 5分，30サイクルのマルチプレック

スPCR反応を行い，iSeq 100 i1 Reagent Cartridge v2 （300 
cycles） を用いて次世代シーケンサー機器 iSeq （Illumina）
により全ゲノム解析を行った．NGSにより得られたデー

タをUbuntu（Canonical Ltd.）上でItokawaらのPythonプロ

グラムを用いてプライマー領域の配列をトリミングした

後，CLC genomics work bench（QIAGEN）を用いて参照

株（Wuhan-Hu-1（NC_045512.2））とマッピングを行い

コンティグ配列を得た．次いで得られたコンティグ配列

をWuhan-Hu-1（NC_045512.2）を含めてMEGA716)によ

りアラインメントし，混合塩基やギャップ等がみられた

場合には，Tabletソフトウェア（The James Hutton Institute）
を用いて混合塩基やギャップについてマッピング結果を

確認した．さらに，FASTA形式のファイルを用いて，

Nextclade上（https://clades.nextstrain.org/）により変異解

析を行った．取得した配列を共通データベースである

GISAIDに登録し，各配列に固有の番号であるAccession 
IDの付与を受けた．このようにして得られた配列データ，

およびGISAIDに登録されていた既知の配列データにつ

いて，MEGA7を用いた近隣結合法 （Neighbor-Joinning, 
NJ）による系統樹解析を行った． 

 
 

 
 

図1. GISAID登録株における各地域のアルファ株の割合 
（covSPECTRUMより抜粋し転載） 

2021/4/1-30 2021/5/1-31 2021/6/1-30 2021/7/1-31
N501Y Alpha B.1.1.7 40 39 59 71 209
L452R Delta B.1.617.2 12 4 15 85 116
L452R Delta AY.4 1 11 12
L452R Delta AY.12 1 3 4
L452R Kappa B.1.617.1 4 4
L452R C.36.3 1 1
E484K R.1 15 11 26
E484K B.1.1* 1 1 2

その他 B.1.1.214 4 1 5

その他 B.1.1** 1 1
*E484K変異あり

**E484K変異なし

スパイク変異 WHO Clade Pango Lineage
検体採取日 合計

(n=380)
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 図 2-1: アルファ株（検体採取日 1/1～3/31） 図 2-2: アルファ株（検体採取日 4/1～7/31） 

 hCoV-19/Japan/TKYS00400/2021|EPI ISL 2956053|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00401/2021|EPI ISL 2956054|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00391/2021|EPI ISL 2709599|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00165/2021|EPI ISL 2709581|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00154/2021|EPI ISL 2709579|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00144/2021|EPI ISL 2321182|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK14817/2021|EPI ISL 2709598|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK06776/2021|EPI ISL 2709587|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK04829/2021|EPI ISL 2321203|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK03337/2021|EPI ISL 2321192|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-59918/2021|EPI ISL 3198905|2021-06-08 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-59906/2021|EPI ISL 3198895|2021-06-09 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/PG-39357/2021|EPI ISL 2328330|2021-04-09 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-71156/2021|EPI ISL 3190711|2021-07-01 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-57972/2021|EPI ISL 2860749|2021-06-04 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-62398/2021|EPI ISL 3191070|2021-06-14 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-57970/2021|EPI ISL 2860747|2021-06-03 Hyogo
 hCoV-19/Japan/RIMD00286/2021|EPI ISL 3503274|2021-07-17 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-62344/2021|EPI ISL 3199152|2021-06-17 Hyogo
 hCoV-19/Japan/TKYS00177/2021|EPI ISL 2709583|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/RIMD00156/2021|EPI ISL 3029832|2021-07-02 Osaka

 hCoV-19/Japan/TKYK15652/2021|EPI ISL 2956066|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK16155/2021|EPI ISL 2786974|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK15626/2021|EPI ISL 2956065|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK15625/2021|EPI ISL 2956064|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK16256/2021|EPI ISL 2786977|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18099/2021|EPI ISL 2956026|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK19816/2021|EPI ISL 3008452|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00430/2021|EPI ISL 3008457|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK12292/2021|EPI ISL 2956046|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK12345/2021|EPI ISL 2956047|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-68654/2021|EPI ISL 3195597|2021-07-01 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/TKYS00393/2021|EPI ISL 2709600|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24133/2021|EPI ISL 3374475|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24142/2021|EPI ISL 3374476|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK17956/2021|EPI ISL 2956023|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18584/2021|EPI ISL 2956030|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK17861/2021|EPI ISL 2956021|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK16917/2021|EPI ISL 2786986|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK16906/2021|EPI ISL 2786985|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK16905/2021|EPI ISL 2786984|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK16895/2021|EPI ISL 2786983|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK15845/2021|EPI ISL 2786971|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-39262/2021|EPI ISL 2328235|2021-04-03 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/PG-60947/2021|EPI ISL 3197162|2021-06-16 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/TKYK05468/2021|EPI ISL 2321208|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/K3-20/2021|EPI ISL 2695878|2021-06 Osaka
 hCoV-19/Japan/OPHO K3-29/2021|EPI ISL 2614636|2021-06 Osaka

 hCoV-19/Japan/M14/2021|EPI ISL 2695884|2021-05 Osaka
 hCoV-19/Japan/TKYK20462/2021|EPI ISL 3008453|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK22063/2021|EPI ISL 3315839|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-71257/2021|EPI ISL 3190776|2021-07-02 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/TKYS00235/2021|EPI ISL 2321199|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/H3-15-2/2021|EPI ISL 2695877|2021-05 Osaka

 hCoV-19/Japan/TKYS00424/2021|EPI ISL 2956035|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00425/2021|EPI ISL 2956036|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00426/2021|EPI ISL 2956037|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00423/2021|EPI ISL 2956034|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18258/2021|EPI ISL 2956028|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18853/2021|EPI ISL 3008445|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18854/2021|EPI ISL 3008446|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18867/2021|EPI ISL 3008447|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK13892/2021|EPI ISL 2709594|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00398/2021|EPI ISL 2709602|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK11812/2021|EPI ISL 2956043|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00164/2021|EPI ISL 2709580|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00421/2021|EPI ISL 2956033|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK17037/2021|EPI ISL 2786987|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00455/2021|EPI ISL 3374473|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23174/2021|EPI ISL 3315846|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23179/2021|EPI ISL 3315847|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK23191/2021|EPI ISL 3315848|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23524/2021|EPI ISL 3374472|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK24364/2021|EPI ISL 3374482|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24365/2021|EPI ISL 3374483|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK11623/2021|EPI ISL 2709593|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/M18/2021|EPI ISL 2695962|2021-06 Osaka

 hCoV-19/Japan/TKYK15198/2021|EPI ISL 2956059|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK15211/2021|EPI ISL 2956060|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK15193/2021|EPI ISL 2956058|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00364/2021|EPI ISL 2956039|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK15151/2021|EPI ISL 2956057|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23441/2021|EPI ISL 3374471|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK15149/2021|EPI ISL 2956055|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK11845/2021|EPI ISL 2956041|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-71158/2021|EPI ISL 3190713|2021-07-01 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/TKYK21608/2021|EPI ISL 3315838|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK07204/2021|EPI ISL 2709588|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-71288/2021|EPI ISL 3190795|2021-07-01 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/TKYK20559/2021|EPI ISL 3008454|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK20561/2021|EPI ISL 3008455|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK18747/2021|EPI ISL 2956031|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18755/2021|EPI ISL 2956032|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK12031/2021|EPI ISL 2956042|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-59848/2021|EPI ISL 3198844|2021-06-05 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/TKYK17042/2021|EPI ISL 2786988|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK10977/2021|EPI ISL 2709591|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK11450/2021|EPI ISL 2709592|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-45956/2021|EPI ISL 2339132|2021-04-19 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/TKYS00169/2021|EPI ISL 2321186|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00161/2021|EPI ISL 2321185|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00188/2021|EPI ISL 2321190|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/K4-2/2021|EPI ISL 2695879|2021-06 Osaka
 hCoV-19/Japan/TKYK16191/2021|EPI ISL 2786975|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK16259/2021|EPI ISL 2786978|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK16482/2021|EPI ISL 2786980|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-71166/2021|EPI ISL 3190720|2021-07-01 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/TKYK15854/2021|EPI ISL 2786972|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK15855/2021|EPI ISL 2786973|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00403/2021|EPI ISL 2956061|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00448/2021|EPI ISL 3315842|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/K4-8/2021|EPI ISL 2695880|2021-06 Osaka
 hCoV-19/Japan/OIPH-0076/2021|EPI ISL 3190413|2021-07-17 Osaka

 hCoV-19/Japan/OUH23894/2021|EPI ISL 2663792|2021-05-04 Osaka
 hCoV-19/Japan/OUH23896/2021|EPI ISL 2663794|2021-05-18 Osaka

 hCoV-19/Japan/RIMD00290/2021|EPI ISL 3503278|2021-07-15 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-68660/2021|EPI ISL 3195603|2021-07-03 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/RIMD00287/2021|EPI ISL 3503275|2021-07-16 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-39266/2021|EPI ISL 2328239|2021-04-02 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-45958/2021|EPI ISL 2339134|2021-04-19 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/TKYK02521/2021|EPI ISL 2709570|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00211/2021|EPI ISL 2321196|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK02517/2021|EPI ISL 2709569|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK02503/2021|EPI ISL 2321184|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK02749/2021|EPI ISL 2709573|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK06659/2021|EPI ISL 2709586|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK13937/2021|EPI ISL 2709595|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK13980/2021|EPI ISL 2709596|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK14588/2021|EPI ISL 2709597|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK22084/2021|EPI ISL 3315840|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK15150/2021|EPI ISL 2956056|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00237/2021|EPI ISL 2321200|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00260/2021|EPI ISL 2321210|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00369/2021|EPI ISL 2956040|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00394/2021|EPI ISL 2709601|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK01824/2021|EPI ISL 2709568|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00104/2021|EPI ISL 2709574|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK02542/2021|EPI ISL 2709571|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK02743/2021|EPI ISL 2709572|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-68659/2021|EPI ISL 3195602|2021-07-02 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/TKYK15715/2021|EPI ISL 2956067|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK15718/2021|EPI ISL 2956068|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-68635/2021|EPI ISL 3195578|2021-06-22 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/TKYS00437/2021|EPI ISL 3008458|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24337/2021|EPI ISL 3374480|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24341/2021|EPI ISL 3374481|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-67746/2021|EPI ISL 3199175|2021-07-02 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-67774/2021|EPI ISL 3191101|2021-07-02 Hyogo

 hCoV-19/Japan/RIMD00153/2021|EPI ISL 3029829|2021-07-01 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-69404/2021|EPI ISL 3191318|2021-07-03 Osaka
 hCoV-19/Japan/RIMD00237/2021|EPI ISL 3477136|2021-07-13 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-68629/2021|EPI ISL 3195572|2021-06-19 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/PG-68630/2021|EPI ISL 3195573|2021-06-21 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/TKYK15839/2021|EPI ISL 2786970|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK16664/2021|EPI ISL 2786981|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK17214/2021|EPI ISL 2786989|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-64756/2021|EPI ISL 3191088|2021-07-01 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-68623/2021|EPI ISL 3195567|2021-07-01 Hyogo

 hCoV-19/Japan/TKYS00167/2021|EPI ISL 2709582|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00187/2021|EPI ISL 2709584|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-70924/2021|EPI ISL 3190534|2021-06-01 Hyogo
 hCoV-19/Japan/TKYK18081/2021|EPI ISL 2956025|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK18361/2021|EPI ISL 2956029|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK19368/2021|EPI ISL 3008449|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-67745/2021|EPI ISL 3199723|2021-07-02 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-71216/2021|EPI ISL 3190842|2021-07-02 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/PG-59762/2021|EPI ISL 3199011|2021-06-04 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-66630/2021|EPI ISL 3193136|2021-06-17 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-39305/2021|EPI ISL 2328278|2021-04-05 Hyogo
 hCoV-19/England/MILK-9E05B3/2020|EPI ISL 601443|2020-09-20 KENT

 hCoV-19/Japan/h3-18/2021|EPI ISL 2510300|2021-05 Osaka
 hCoV-19/Japan/OPHO K3-32/2021|EPI ISL 2614638|2021-06 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-39371/2021|EPI ISL 2328344|2021-04-03 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-62345/2021|EPI ISL 3199153|2021-06-18 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-39272/2021|EPI ISL 2328245|2021-04-02 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-39281/2021|EPI ISL 2328254|2021-04-01 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/PG-39414/2021|EPI ISL 2328387|2021-04 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/TKYK18107/2021|EPI ISL 2956027|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK19721/2021|EPI ISL 3008451|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-71294/2021|EPI ISL 3190800|2021-07-02 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/TKYK15469/2021|EPI ISL 2956062|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00450/2021|EPI ISL 3315843|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK16437/2021|EPI ISL 2786979|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00429/2021|EPI ISL 3008456|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK16825/2021|EPI ISL 2786982|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00259/2021|EPI ISL 2321206|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/OUH23898/2021|EPI ISL 2663796|2021-05-12 Osaka

 hCoV-19/Japan/RIMD00269/2021|EPI ISL 3502882|2021-07-18 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-64692/2021|EPI ISL 3199154|2021-06-15 Hyogo

 hCoV-19/Japan/RIMD00220/2021|EPI ISL 3477119|2021-07-08 Osaka
 hCoV-19/Japan/TKYK10113/2021|EPI ISL 2709590|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00152/2021|EPI ISL 2709578|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00150/2021|EPI ISL 2709576|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-61288/2021|EPI ISL 3197293|2021-06-17 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-71170/2021|EPI ISL 3190723|2021-07-01 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/TKYS00151/2021|EPI ISL 2709577|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/K5-1/2021|EPI ISL 2695881|2021-06 Osaka

 hCoV-19/Japan/TKYK11617/2021|EPI ISL 2956038|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-60943/2021|EPI ISL 3197158|2021-06-14 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/RIMD00299/2021|EPI ISL 3503287|2021-07-19 Osaka
 hCoV-19/Japan/RIMD00300/2021|EPI ISL 3503288|2021-07-20 Osaka

 hCoV-19/Japan/TKYK16202/2021|EPI ISL 2786976|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK22088/2021|EPI ISL 3315841|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK15610/2021|EPI ISL 2956063|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-64807/2021|EPI ISL 3199155|2021-06-22 Hyogo

 hCoV-19/Japan/TKYK12038/2021|EPI ISL 2956044|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK12167/2021|EPI ISL 2956045|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK15004/2021|EPI ISL 2956052|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00410/2021|EPI ISL 2786990|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-39229/2021|EPI ISL 2328202|2021-04-01 Hyogo
 hCoV-19/Japan/K5-3/2021|EPI ISL 2695883|2021-06 Osaka
 hCoV-19/Japan/TKYK19706/2021|EPI ISL 3008450|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK22950/2021|EPI ISL 3315845|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23353/2021|EPI ISL 3315850|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK19078/2021|EPI ISL 3008448|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23235/2021|EPI ISL 3315849|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK22426/2021|EPI ISL 3315844|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24019/2021|EPI ISL 3374474|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24210/2021|EPI ISL 3374477|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24211/2021|EPI ISL 3374478|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24212/2021|EPI ISL 3374479|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK17884/2021|EPI ISL 2956022|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18034/2021|EPI ISL 2956024|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-38931/2021|EPI ISL 2327904|2021-04 Osaka
 hCoV-19/Japan/OPHO K3-34/2021|EPI ISL 2614642|2021-06 Osaka

 hCoV-19/Japan/TKYS00147/2021|EPI ISL 2709575|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00204/2021|EPI ISL 2321195|2021-04 Tokyo
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 hCoV-19/Japan/TKY92473/2021|EPI ISL 2080574|2021-03 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKY92644/2021|EPI ISL 2080575|2021-03 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-33915/2021|EPI ISL 1933420|2021-03-31 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31768/2021|EPI ISL 1931222|2021-03-26 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31766/2021|EPI ISL 1931219|2021-03-23 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31765/2021|EPI ISL 1931216|2021-03-23 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-31706/2021|EPI ISL 1931087|2021-03-26 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31705/2021|EPI ISL 1931085|2021-03-26 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31704/2021|EPI ISL 1931084|2021-03-25 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31703/2021|EPI ISL 1931083|2021-03-25 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31702/2021|EPI ISL 1931081|2021-03-25 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31701/2021|EPI ISL 1931080|2021-03-25 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-31700/2021|EPI ISL 1931078|2021-03-25 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-32504/2021|EPI ISL 1931514|2021-03-30 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-32513/2021|EPI ISL 1931530|2021-03-27 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-31771/2021|EPI ISL 1931225|2021-03-28 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-33910/2021|EPI ISL 1933416|2021-03-19 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-33916/2021|EPI ISL 1933421|2021-03-29 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-34603/2021|EPI ISL 1933549|2021-03-27 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-34604/2021|EPI ISL 1933550|2021-03-29 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-34605/2021|EPI ISL 1933551|2021-03-29 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-31699/2021|EPI ISL 1931077|2021-03-30 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31524/2021|EPI ISL 1930954|2021-03-23 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31697/2021|EPI ISL 1931075|2021-03-23 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-31523/2021|EPI ISL 1930953|2021-03-23 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31522/2021|EPI ISL 1930951|2021-03-24 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-31521/2021|EPI ISL 1930950|2021-03-28 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKY91966/2021|EPI ISL 2080573|2021-03 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31764/2021|EPI ISL 1930869|2021-03-31 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-30841/2021|EPI ISL 1929378|2021-03-26 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-30842/2021|EPI ISL 1929380|2021-03-26 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31525/2021|EPI ISL 1930956|2021-03-15 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-30838/2021|EPI ISL 1929377|2021-03-24 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-30090/2021|EPI ISL 1927096|2021-03-08 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-29476/2021|EPI ISL 1927042|2021-03-09 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-29475/2021|EPI ISL 1927041|2021-03-17 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-29474/2021|EPI ISL 1927039|2021-03-17 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-29473/2021|EPI ISL 1927038|2021-03-17 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-28129/2021|EPI ISL 1425540|2021-03-05 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-27574/2021|EPI ISL 1425538|2021-03-05 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-27572/2021|EPI ISL 1425537|2021-03-05 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-27238/2021|EPI ISL 1425530|2021-03-02 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-27234/2021|EPI ISL 1425526|2021-03-06 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-27233/2021|EPI ISL 1425525|2021-03-06 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-27232/2021|EPI ISL 1425524|2021-03-06 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-27231/2021|EPI ISL 1425523|2021-03-06 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-27230/2021|EPI ISL 1425522|2021-03-06 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-27229/2021|EPI ISL 1425521|2021-03-06 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-27228/2021|EPI ISL 1425520|2021-03-05 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-27227/2021|EPI ISL 1425519|2021-03-05 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-26864/2021|EPI ISL 1425517|2021-03-04 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-26863/2021|EPI ISL 1425516|2021-03-04 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-26862/2021|EPI ISL 1425515|2021-03-04 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-26861/2021|EPI ISL 1425514|2021-03-04 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-26860/2021|EPI ISL 1425513|2021-03-04 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-26859/2021|EPI ISL 1425512|2021-03-04 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-26858/2021|EPI ISL 1425511|2021-03-03 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-26857/2021|EPI ISL 1425510|2021-03-03 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-26234/2021|EPI ISL 1425496|2021-03-02 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-26225/2021|EPI ISL 1425487|2021-03-01 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-26226/2021|EPI ISL 1425488|2021-03-02 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-26233/2021|EPI ISL 1425495|2021-03-02 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-26227/2021|EPI ISL 1425489|2021-03-02 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-27617/2021|EPI ISL 1430669|2021-03-05 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-27517/2021|EPI ISL 1430654|2021-03-06 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-27516/2021|EPI ISL 1430653|2021-03-06 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-24350/2021|EPI ISL 1429582|2021-01-16 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-24349/2021|EPI ISL 1429581|2021-01-16 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-24347/2021|EPI ISL 1429580|2021-01-19 Osaka
 hCoV-19/England/MILK-9E05B3/2020|EPI ISL 601443|2020-09-20
 hCoV-19/Japan/PG-24346/2021|EPI ISL 1429579|2021-01-27 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-28592/2021|EPI ISL 1431577|2021-01-10 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26788/2021|EPI ISL 1430599|2021-02-10 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26789/2021|EPI ISL 1430600|2021-02-10 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26787/2021|EPI ISL 1430598|2021-02-10 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26786/2021|EPI ISL 1430597|2021-02-10 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26782/2021|EPI ISL 1430593|2021-02-04 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26781/2021|EPI ISL 1430592|2021-02-04 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-26780/2021|EPI ISL 1430591|2021-02-04 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26779/2021|EPI ISL 1430590|2021-02-04 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26778/2021|EPI ISL 1430589|2021-02-04 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-26777/2021|EPI ISL 1430588|2021-02-03 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26776/2021|EPI ISL 1430587|2021-02-03 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-26775/2021|EPI ISL 1430586|2021-02-03 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26774/2021|EPI ISL 1430585|2021-02-02 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-27622/2021|EPI ISL 1430671|2021-02-04 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-27621/2021|EPI ISL 1430670|2021-02-04 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-27400/2021|EPI ISL 1430636|2021-02-03 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-27399/2021|EPI ISL 1430635|2021-02-03 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-26803/2021|EPI ISL 1430614|2021-02-24 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26798/2021|EPI ISL 1430609|2021-02-22 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-26801/2021|EPI ISL 1430612|2021-02-23 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26800/2021|EPI ISL 1430611|2021-02-23 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26796/2021|EPI ISL 1430607|2021-02-22 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26804/2021|EPI ISL 1430615|2021-02-24 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-26805/2021|EPI ISL 1430616|2021-02-25 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26806/2021|EPI ISL 1430617|2021-03-01 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26807/2021|EPI ISL 1430618|2021-03-01 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26808/2021|EPI ISL 1430619|2021-03-02 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26809/2021|EPI ISL 1430620|2021-03-02 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26810/2021|EPI ISL 1430621|2021-03-02 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-26811/2021|EPI ISL 1430622|2021-03-02 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26812/2021|EPI ISL 1430623|2021-03-02 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26813/2021|EPI ISL 1430624|2021-03-02 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26816/2021|EPI ISL 1430626|2021-03-03 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-27401/2021|EPI ISL 1430637|2021-02-08 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-27402/2021|EPI ISL 1430638|2021-03-03 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-27518/2021|EPI ISL 1430655|2021-03-06 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-27603/2021|EPI ISL 1430668|2021-03-06 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26783/2021|EPI ISL 1430594|2021-02-07 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26784/2021|EPI ISL 1430595|2021-02-07 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26785/2021|EPI ISL 1430596|2021-02-07 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26790/2021|EPI ISL 1430601|2021-02-21 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26791/2021|EPI ISL 1430602|2021-02-21 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26792/2021|EPI ISL 1430603|2021-02-21 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26793/2021|EPI ISL 1430604|2021-02-22 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26794/2021|EPI ISL 1430605|2021-02-22 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26795/2021|EPI ISL 1430606|2021-02-22 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26797/2021|EPI ISL 1430608|2021-02-22 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-26799/2021|EPI ISL 1430610|2021-02-22 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-26802/2021|EPI ISL 1430613|2021-02-23 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-36569/2021|EPI ISL 1934411|2021-03-29 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKY72135/2021|EPI ISL 1072966|2021-01 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-15357/2021|EPI ISL 893241|2021-01-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-26764/2021|EPI ISL 1430584|2021-03-01 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-29472/2021|EPI ISL 1927037|2021-03-15 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-20055/2021|EPI ISL 1123419|2021-01-26 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKY78062/2021|EPI ISL 1041952|2021-01 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-17956/2021|EPI ISL 1131133|2021-01-19 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-30839/2021|EPI ISL 1929410|2021-03-23 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-30728/2021|EPI ISL 1929398|2021-03-20 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-30840/2021|EPI ISL 1929411|2021-03-22 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKY91688/2021|EPI ISL 2080584|2021-03 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-31770/2021|EPI ISL 1931589|2021-03-29 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-32457/2021|EPI ISL 1931593|2021-03-31 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKY92647/2021|EPI ISL 2080585|2021-03 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-31769/2021|EPI ISL 1931587|2021-03-29 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-28870/2021|EPI ISL 1927205|2021-03-09 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKY88146/2021|EPI ISL 1448048|2021-03 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKY88146/2021|EPI ISL 1448404|2021-03 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-27404/2021|EPI ISL 1430682|2021-03-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-27398/2021|EPI ISL 1430681|2021-03-03 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-31698/2021|EPI ISL 1931586|2021-03-30 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKY88333/2021|EPI ISL 1448049|2021-03 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKY88334/2021|EPI ISL 1448050|2021-03 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-27405/2021|EPI ISL 1927186|2021-03-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-27406/2021|EPI ISL 1927187|2021-03-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-27520/2021|EPI ISL 1927189|2021-03-08 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKY88333/2021|EPI ISL 1448405|2021-03 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKY88334/2021|EPI ISL 1448406|2021-03 Tokyo
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 hCoV-19/Japan/TKYK25056/2021|EPI ISL 3374515|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23436/2021|EPI ISL 3374517|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00419/2021|EPI ISL 3020353|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00447/2021|EPI ISL 3162804|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK24790/2021|EPI ISL 3374513|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24014/2021|EPI ISL 3374505|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK24009/2021|EPI ISL 3374504|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23613/2021|EPI ISL 3374503|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23445/2021|EPI ISL 3374497|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00433/2021|EPI ISL 3100135|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23105/2021|EPI ISL 3374493|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK23449/2021|EPI ISL 3374518|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23103/2021|EPI ISL 3374492|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK22987/2021|EPI ISL 3374490|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK22934/2021|EPI ISL 3374488|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK20945/2021|EPI ISL 3162799|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK21566/2021|EPI ISL 3100149|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK19335/2021|EPI ISL 3100131|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK19338/2021|EPI ISL 3100132|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK19651/2021|EPI ISL 3100140|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK19652/2021|EPI ISL 3100141|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK19654/2021|EPI ISL 3100142|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK20951/2021|EPI ISL 3162802|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK19191/2021|EPI ISL 3100130|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK19052/2021|EPI ISL 3100127|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00427/2021|EPI ISL 3020357|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18339/2021|EPI ISL 3020354|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18344/2021|EPI ISL 3020355|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00417/2021|EPI ISL 3020351|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00413/2021|EPI ISL 3020347|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK17020/2021|EPI ISL 2784341|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK24318/2021|EPI ISL 3374506|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK16225/2021|EPI ISL 2784338|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK15864/2021|EPI ISL 2784335|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18146/2021|EPI ISL 3020348|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-63379/2021|EPI ISL 3183807|2021-06-24 Okinawa

 hCoV-19/Japan/PG-57879/2021|EPI ISL 2772112|2021-06-04 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-67730/2021|EPI ISL 3199786|2021-07-01 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-67778/2021|EPI ISL 3191706|2021-07-01 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-64759/2021|EPI ISL 3191703|2021-07-02 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-71123/2021|EPI ISL 3190880|2021-07-01 Hyogo
 hCoV-19/Japan/RIMD00148/2021|EPI ISL 3029835|2021-06-29 Osaka
 hCoV-19/Japan/RIMD00150/2021|EPI ISL 3029836|2021-06-30 Osaka
 hCoV-19/Japan/RIMD00161/2021|EPI ISL 3024801|2021-07-01 Osaka

 hCoV-19/Japan/RIMD00190/2021|EPI ISL 3236191|2021-07-08 Osaka
 hCoV-19/Japan/RIMD00191/2021|EPI ISL 3236192|2021-07-10 Osaka
 hCoV-19/Japan/TKYK22931/2021|EPI ISL 3374487|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-66923/2021|EPI ISL 3183815|2021-07-01 Okinawa
 hCoV-19/Japan/PG-66924/2021|EPI ISL 3183816|2021-07-01 Okinawa
 hCoV-19/Japan/PG-63505/2021|EPI ISL 3183808|2021-06-26 Okinawa
 hCoV-19/Japan/PG-65075/2021|EPI ISL 3183809|2021-06-21 Okinawa
 hCoV-19/Japan/PG-65076/2021|EPI ISL 3183810|2021-06-21 Okinawa
 hCoV-19/Japan/PG-65077/2021|EPI ISL 3183811|2021-06-28 Okinawa
 hCoV-19/Japan/PG-66920/2021|EPI ISL 3183813|2021-06-28 Okinawa

 hCoV-19/Japan/PG-65078/2021|EPI ISL 3183812|2021-06-28 Okinawa
 hCoV-19/Japan/PG-66922/2021|EPI ISL 3183814|2021-06-30 Okinawa

 hCoV-19/Japan/TKYK21030/2021|EPI ISL 3100147|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK25032/2021|EPI ISL 3447694|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/RIMD00186/2021|EPI ISL 3236197|2021-07-07 Osaka
 hCoV-19/Japan/TKYK16196/2021|EPI ISL 2784336|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK16198/2021|EPI ISL 2784337|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24329/2021|EPI ISL 3447681|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/RIMD00116/2021|EPI ISL 2861718|2021-06-23 Osaka
 hCoV-19/Japan/RIMD00170/2021|EPI ISL 3024808|2021-07-02 Osaka

 hCoV-19/Japan/RIMD00185/2021|EPI ISL 3236196|2021-07-07 Osaka
 hCoV-19/Japan/TKYK24909/2021|EPI ISL 3447685|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK25075/2021|EPI ISL 3374516|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24029/2021|EPI ISL 3374520|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/OPHO-Hb7-59/2021|EPI ISL 3419364|2021-07 Osaka
 hCoV-19/Japan/OPHO-Hb7-60/2021|EPI ISL 3419711|2021-07 Osaka

 hCoV-19/Japan/TKYK18529/2021|EPI ISL 3020356|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18294/2021|EPI ISL 3020350|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00411/2021|EPI ISL 2784339|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00428/2021|EPI ISL 3100133|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23268/2021|EPI ISL 3374495|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23587/2021|EPI ISL 3374502|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK17455/2021|EPI ISL 2784343|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK17444/2021|EPI ISL 2784342|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-67747/2021|EPI ISL 3199759|2021-07-03 Hyogo

 hCoV-19/Japan/TKYK24382/2021|EPI ISL 3447682|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK16518/2021|EPI ISL 2784340|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-57890/2021|EPI ISL 2772123|2021-06-04 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-57886/2021|EPI ISL 2772119|2021-06-04 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/PG-57881/2021|EPI ISL 2772114|2021-06-04 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/TKYK24569/2021|EPI ISL 3374509|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK24690/2021|EPI ISL 3374512|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24801/2021|EPI ISL 3374514|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK22964/2021|EPI ISL 3374489|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK24203/2021|EPI ISL 3374521|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24323/2021|EPI ISL 3374507|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24310/2021|EPI ISL 3374522|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK20233/2021|EPI ISL 3100144|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK20234/2021|EPI ISL 3100145|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00439/2021|EPI ISL 3100143|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/OPHO-Hb7-58/2021|EPI ISL 3419333|2021-07 Osaka

 hCoV-19/Japan/TKYK24659/2021|EPI ISL 3374511|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24775/2021|EPI ISL 3447684|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK23213/2021|EPI ISL 3374494|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23302/2021|EPI ISL 3374496|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-60949/2021|EPI ISL 2776899|2021-06-04 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-57885/2021|EPI ISL 2772118|2021-06-04 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/PG-57894/2021|EPI ISL 2772127|2021-06-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK18252/2021|EPI ISL 3020349|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00431/2021|EPI ISL 3100134|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00440/2021|EPI ISL 3162796|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23476/2021|EPI ISL 3374500|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00418/2021|EPI ISL 3020352|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK19103/2021|EPI ISL 3100128|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK19104/2021|EPI ISL 3100129|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK20285/2021|EPI ISL 3100146|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK21193/2021|EPI ISL 3100148|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK21841/2021|EPI ISL 3100150|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23053/2021|EPI ISL 3162809|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23069/2021|EPI ISL 3162812|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK23215/2021|EPI ISL 3162814|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23216/2021|EPI ISL 3162816|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK22172/2021|EPI ISL 3374485|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23002/2021|EPI ISL 3374491|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK23472/2021|EPI ISL 3374498|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23474/2021|EPI ISL 3374499|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK23517/2021|EPI ISL 3374501|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK24396/2021|EPI ISL 3374508|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK24653/2021|EPI ISL 3374510|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK23512/2021|EPI ISL 3374519|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK24656/2021|EPI ISL 3447683|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00435/2021|EPI ISL 3100136|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00451/2021|EPI ISL 3374486|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK14448/2021|EPI ISL 2651241|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00396/2021|EPI ISL 2651248|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00378/2021|EPI ISL 2651242|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK13996/2021|EPI ISL 2651240|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00397/2021|EPI ISL 2651249|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/USA/NV-NSPHL-392353/2019|EPI ISL 3825287|2019-09-16
 hCoV-19/Japan/TKYS00379/2021|EPI ISL 2956049|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK13769/2021|EPI ISL 2956048|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00385/2021|EPI ISL 2651244|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00384/2021|EPI ISL 2956050|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00386/2021|EPI ISL 2956051|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00380/2021|EPI ISL 2651243|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00387/2021|EPI ISL 2651245|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00388/2021|EPI ISL 2651246|2021-06 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00390/2021|EPI ISL 2651247|2021-06 Tokyo

 hCoV-19/Japan/RIMD00111/2021|EPI ISL 2727654|2021-06-23 Osaka
 hCoV-19/England/CAMC-141DB08/2021|EPI ISL 1409773|2021-03-18

 hCoV-19/Japan/RIMD00184/2021|EPI ISL 3236199|2021-07-06 Osaka
 hCoV-19/Japan/TKYK19508/2021|EPI ISL 3100137|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK19542/2021|EPI ISL 3100138|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK19637/2021|EPI ISL 3100139|2021-07 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK21943/2021|EPI ISL 3162807|2021-07 Tokyo

 hCoV-19/India/MP-NCDC-2509230/2020|EPI ISL 2461258|2020-09-07
 hCoV-19/India/DL-ILBS-17395/2020|EPI ISL 3276875|2020-06-04

 hCoV-19/Japan/PG-57895/2021|EPI ISL 2772128|2021-06-05 Kanagawa
 hCoV-19/India/WB-1931500912396/2021|EPI ISL 1419152|2021-03-04

 hCoV-19/Japan/PG-57877/2021|EPI ISL 2772110|2021-06-04 Tokyo
 hCoV-19/India/RJ-ICMR-MCL 7072 6539/2020|EPI ISL 3473491|2020-03

 hCoV-19/Japan/KNG0065/2021|EPI ISL 2544688|2021-06-02 Kanagawa
 hCoV-19/Australia/NSW-R0167/2021|EPI ISL 1315070|2021-03-18

 hCoV-19/USA/NY-NYCPHL-003914/2021|EPI ISL 1337507|2021-03-16
 hCoV-19/India/MH-ICMR-MCL 5715 5771/2020|EPI ISL 3473623|2020-10

 hCoV-19/Japan/RIMD00095/2021|EPI ISL 2773945|2021-06-10 Osaka
 hCoV-19/Japan/RIMD00053/2021|EPI ISL 2565983|2021-06-06 Osaka

 hCoV-19/Japan/RIMD00092/2021|EPI ISL 2773869|2021-06 Osaka
 hCoV-19/Japan/BP0164/2021|EPI ISL 2876423|2021-06-15 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-60984/2021|EPI ISL 2776922|2021-06-03 Osaka
 hCoV-19/Japan/RIMD00096/2021|EPI ISL 2773946|2021-06-10 Osaka
 hCoV-19/Japan/RIMD00091/2021|EPI ISL 2773868|2021-06 Osaka
 hCoV-19/Japan/RIMD00090/2021|EPI ISL 2773867|2021-06 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-57315/2021|EPI ISL 2771592|2021-06-03 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-57316/2021|EPI ISL 2771593|2021-06-05 Osaka
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図 3-1: デルタ株（検体採取日 4/1-5/31） 図 3-2: デルタ株（検体採取日 6/1-7/31） 

 hCoV-19/Japan/PG-64820/2021|EPI ISL 3199783|2021-05-15 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-64821/2021|EPI ISL 3199784|2021-05-15 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-64819/2021|EPI ISL 3199782|2021-05-08 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-62321/2021|EPI ISL 2932301|2021-05-15 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-62320/2021|EPI ISL 2932300|2021-05-15 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-45787/2021|EPI ISL 2932271|2021-05-15 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-45786/2021|EPI ISL 2932270|2021-05-15 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-62319/2021|EPI ISL 2860763|2021-05-08 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-62324/2021|EPI ISL 2932303|2021-05-15 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-62323/2021|EPI ISL 2932302|2021-05-15 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-44940/2021|EPI ISL 2932266|2021-05-13 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-62322/2021|EPI ISL 2860764|2021-05-15 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-45794/2021|EPI ISL 2932273|2021-05-15 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-45795/2021|EPI ISL 2932274|2021-05-15 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-64822/2021|EPI ISL 3199785|2021-05-15 Hyogo

 hCoV-19/Japan/PG-52775/2021|EPI ISL 2768236|2021-04-26 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-46329/2021|EPI ISL 2760454|2021-05-12 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-46331/2021|EPI ISL 2760458|2021-05-12 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-46327/2021|EPI ISL 2760451|2021-05-12 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-46294/2021|EPI ISL 2760405|2021-05-10 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-48715/2021|EPI ISL 2761081|2021-05-11 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-50946/2021|EPI ISL 2764018|2021-05-19 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-48714/2021|EPI ISL 2761079|2021-05-11 Tokyo
 hCoV-19/England/CAMC-141DB08/2021|EPI ISL 1409773|2021-03-18
 hCoV-19/India/MP-NCDC-2509230/2020|EPI ISL 2461258|2020-09-07

 hCoV-19/USA/NV-NSPHL-392353/2019|EPI ISL 3825287|2019-09-16
 hCoV-19/Japan/PG-45779/2021|EPI ISL 2860669|2021-05-17 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-43684/2021|EPI ISL 2860648|2021-05-10 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-44942/2021|EPI ISL 2860656|2021-05-13 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-44943/2021|EPI ISL 2860657|2021-05-13 Hyogo
 hCoV-19/Japan/PG-45778/2021|EPI ISL 2860668|2021-05-11 Hyogo

 hCoV-19/Japan/TKYK15782/2021|EPI ISL 2723568|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK15785/2021|EPI ISL 2723569|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK15779/2021|EPI ISL 2723567|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-53008/2021|EPI ISL 2768326|2021-05-21 Kanagawa

 hCoV-19/Japan/KNG0063/2021|EPI ISL 2544686|2021-05-24 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-55478/2021|EPI ISL 2770144|2021-05-26 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-56047/2021|EPI ISL 2770703|2021-05-31 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-56048/2021|EPI ISL 2770704|2021-05-31 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-56044/2021|EPI ISL 2770700|2021-05-30 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK15178/2021|EPI ISL 2784331|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK15520/2021|EPI ISL 2723565|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK15006/2021|EPI ISL 2784330|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYK15393/2021|EPI ISL 2784334|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00405/2021|EPI ISL 2723566|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00402/2021|EPI ISL 2784332|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00404/2021|EPI ISL 2784333|2021-04 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00310/2021|EPI ISL 2709589|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-55549/2021|EPI ISL 2770215|2021-05-25 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00363/2021|EPI ISL 2438853|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-53023/2021|EPI ISL 2768341|2021-05-23 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-52603/2021|EPI ISL 2765504|2021-05-25 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-52995/2021|EPI ISL 2768313|2021-05-19 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-52996/2021|EPI ISL 2768314|2021-05-19 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-49036/2021|EPI ISL 2762360|2021-05-14 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-50939/2021|EPI ISL 2764011|2021-05-18 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-56087/2021|EPI ISL 2770742|2021-05-17 Tokyo

 hCoV-19/India/DL-ILBS-17395/2020|EPI ISL 3276875|2020-06-04
 hCoV-19/Japan/PG-46458/2021|EPI ISL 2760467|2021-05-11 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-55548/2021|EPI ISL 2770214|2021-05-24 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-53000/2021|EPI ISL 2768318|2021-05-20 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-55253/2021|EPI ISL 2769919|2021-05-28 Aichi
 hCoV-19/Japan/PG-46933/2021|EPI ISL 2760666|2021-05-12 Aichi
 hCoV-19/Japan/PG-55252/2021|EPI ISL 2769918|2021-05-28 Aichi
 hCoV-19/Japan/PG-46934/2021|EPI ISL 2760668|2021-05-13 Aichi

 hCoV-19/Japan/PG-53004/2021|EPI ISL 2768322|2021-05-22 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-55479/2021|EPI ISL 2770145|2021-05-28 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-51933/2021|EPI ISL 2764904|2021-05-20 Aichi
 hCoV-19/Japan/PG-57773/2021|EPI ISL 2772023|2021-05-30 Aichi

 hCoV-19/Japan/PG-40888/2021|EPI ISL 2335415|2021-04-21 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-54356/2021|EPI ISL 2768849|2021-05-24 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-54357/2021|EPI ISL 2768850|2021-05-24 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-44715/2021|EPI ISL 2760212|2021-05-13 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-44716/2021|EPI ISL 2760213|2021-05-13 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-44717/2021|EPI ISL 2760215|2021-05-13 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-44718/2021|EPI ISL 2760216|2021-05-13 Osaka

 hCoV-19/India/RJ-ICMR-MCL 7072 6539/2020|EPI ISL 3473491|2020-03
 hCoV-19/Japan/PG-54350/2021|EPI ISL 2768843|2021-05-31 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-56040/2021|EPI ISL 2770696|2021-05-28 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-54349/2021|EPI ISL 2768842|2021-05-29 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-54348/2021|EPI ISL 2768841|2021-05-29 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-54347/2021|EPI ISL 2768840|2021-05-29 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-54346/2021|EPI ISL 2768839|2021-05-29 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-47777/2021|EPI ISL 2760844|2021-05-17 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-47776/2021|EPI ISL 2760842|2021-05-17 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-47775/2021|EPI ISL 2760840|2021-05-15 Osaka
 hCoV-19/Japan/PG-53054/2021|EPI ISL 2768372|2021-05-25 Osaka

 hCoV-19/Japan/PG-53020/2021|EPI ISL 2768338|2021-05-24 Kanagawa
 hCoV-19/Australia/NSW-R0167/2021|EPI ISL 1315070|2021-03-18

 hCoV-19/USA/NY-NYCPHL-003914/2021|EPI ISL 1337507|2021-03-16
 hCoV-19/India/MH-ICMR-MCL 5715 5771/2020|EPI ISL 3473623|2020-10

 hCoV-19/Japan/TKYS00341/2021|EPI ISL 2461505|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00343/2021|EPI ISL 2461506|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYK01734/2021|EPI ISL 2080609|2021-04 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-46310/2021|EPI ISL 2760423|2021-05-11 Tokyo

 hCoV-19/India/WB-1931500912396/2021|EPI ISL 1419152|2021-03-04
 hCoV-19/Japan/KNG0064/2021|EPI ISL 2544687|2021-04-15 Kanagawa
 hCoV-19/Japan/PG-47728/2021|EPI ISL 2329654|2021-05-03 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00354/2021|EPI ISL 2438849|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00355/2021|EPI ISL 2438850|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00356/2021|EPI ISL 2438851|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/TKYS00359/2021|EPI ISL 2438852|2021-05 Tokyo
 hCoV-19/Japan/TKYS00357/2021|EPI ISL 2461202|2021-05 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-49035/2021|EPI ISL 2762358|2021-05-14 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-43262/2021|EPI ISL 2337324|2021-04-27 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-48711/2021|EPI ISL 2761074|2021-05-11 Tokyo
 hCoV-19/Japan/PG-48712/2021|EPI ISL 2761075|2021-05-11 Tokyo

 hCoV-19/Japan/PG-48713/2021|EPI ISL 2761077|2021-05-11 Tokyo66
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結結果果おおよよびび考考察察 
1. 解解析析ししたた変変異異株株のの種種類類とと検検出出時時期期のの傾傾向向 
Centre for Genomic Pathogen Surveillanceが作成したソフ

トウエアPangolin (Phylogenetic Assignment of Named Global 
Outbreak Lineages) により付番された表記による分類を表

1に示した．全ゲノム解析が可能であった380例のうち，

我が国でVOCsに分類されている変異株はアルファ株が

209例，デルタ株が132例（B.1.617.2：116例，AY.4：12
例，AY.12：4例）検出された．また，VOIsおよびその

他の変異株ではカッパ株が4例，C.36.3が1例，E484K変

異を有するR.1が26例検出され，いわゆる従来株である

B.1.1やB.1.1.214も認められた． 
なお，変異株の検出時期について見ると，アルファ株

は2021年3月から都内で検出され始め，4月下旬から7月
上旬までは陽性検体のうち6割以上を占めた後，減少に

転じた．一方，デルタ株は6月から検出割合が増加し， 7
月末にはアルファ株と逆転して6割以上となった後，都

内の流行株はデルタ株にほぼ置き換わった17）．すなわ

ち，東京都内のSARS-CoV-2流行株は，いわゆる国内第

四波（2021年4～6月）ではアルファ株，国内第五波

（2021年6月～）ではデルタ株が中心となり，スパイク

タンパクに特徴的な変異を有する異なった株が，短い期

間に入れ替わる形で感染が拡大したと考えられた． 
GISAID 登 録 デ ー タ を 基 に し た 解 析 ツ ー ル

（covSPECTRUM, https://cov-spectrum.ethz.ch/）を用いた

解析では，アルファ株は東京都では2020年12月14日の検

体が最初に登録されているのに対し，大阪府は2021年1
月4日，兵庫県では2月1日の登録が最初である（図1）．

最初の登録は東京都が先であったが，検出株に占めるア

ルファ株の割合が50％を超えるまでに要した時間は，東

京都よりも大阪府や兵庫県の方が短かった．なお，東京

都のアルファ株のNGS解析については，2021年4月18日
まで全て確認検査として感染研に送付し行われた． 

 
2．．アアルルフファァ株株のの系系統統樹樹解解析析 
当センターで全ゲノム解析したアルファ株209配列に

GISAID登録データ（2021年1～7月に東京を含む国内各

地域でのアルファ株配列，およびイギリスKent地方で検

出され2020年9月に登録されたアルファ株；Kent株）を

加えて系統樹を作成した．その結果，2021年1～3月の東

京都内には，Kent株に近い系統とそれらから派生した

系統，およびそれ以外の系統のものが存在していた．ま

た，国内全体においても，東京都と関西圏では異なるク

ラスターが形成され，地域により分散したクラスターの

形成がみられた（図2-1）．一方，4～7月になるといず

れも特徴的なクラスターの形成がみられず，小さなクラ

スターが数多く存在するものの，地域的な特異性はみら

れなくなっていた（図2-2）．これらの結果から，アル

ファ株の都内流行初期はKent株とほぼ同じ配列のウイ

ルスが東京や大阪でみられ，その後，感染拡大に伴って

各地域でそれぞれ独自に変異を蓄積していった可能性が

示唆された． 
 

3．．デデルルタタ株株のの系系統統樹樹解解析析 
2021年4～7月のデルタ株132例の配列に加え，対応

する期間に国内各地域で検出されたGISAID登録株，

および参照株としてインド・イギリス・アメリカ・オ

ーストラリアの各国で2021年3月以前に検出されたデ

ルタ株の配列を用いて系統樹を作成した．4，5月に検

出された株の傾向として，東京においては少なくとも

3つのクラスターに分かれ，国内全体でも，東京・大

阪・兵庫などで特徴的なクラスターが形成されていた

（図3-1）．これは異なる起源由来のものから伝播・

派生したものと推定される．一方，6，7月では大阪府

の一部や沖縄県の例でクラスターの形成がみられるも

のの，地域に特徴的なクラスターがみられなくなって

いた（図3-2）．このことは同一の系統から派生した

一部のクラスターが急激に拡大した影響を反映してい

る可能性を示すものと考えられる．  
感染研が行った国内で流行するデルタ株の分子疫学

的調査では18)，国内症例の始まりとしてはそれぞれ独

立した異なる系譜を示す海外からの流入が考えられ，

少なくとも7つの起点の存在を推定している．うち関

西や南関東などの6つの起点は顕著な拡大がみられず

終息したと推定しているのに対し，5月18日を初検出

とするそのうちの一つの起点が首都圏で拡大した後に

全国へ波及し，現在も全国規模に拡大を続けていると

している． 
COVID-19の発生により感染症への対応は大きく変

化し，ゲノム情報が感染の拡大防止対策においても積

極的に応用されるようになった．今年に入り，全国の

地方衛生研究所等で検出されたSARS-CoV-2に対して

は精力的なゲノム解析が実施され，その結果としてリ

アルタイムに全国規模でゲノムデータの解析を行うこ

とが可能となった．その一方で，有用な疫学的知見を

得るための解析には，検査・研究機関の間での迅速な

データ共有化が必須となる．そのためには，解析した

データをGISAIDのような国際的なデータベースへ遅

滞なく登録して行くことが，危機管理時には重要な要

素になると思われる． 
 

ままととめめ 
N501Y変異を有するアルファ株は，国内に広がり始

めた当初は東京都および近県3県と関西圏で地域によ

り分かれたクラスターの形成がみられていたが，4月
以降は地域の差がみられなくなった． 

L452R変異を有するデルタ株においても，感染拡大

初期である4，5月では地域によって特徴的なクラスタ
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ーがみられた．一方，6，7月の例の比較では大阪府の

一部や沖縄県の例でクラスターの形成がみられるもの

の全体では地域間の差が小さく，短期間に同一起源か

ら感染が拡大した影響を反映している可能性が推察さ

れた．NGSによる新型コロナウイルスの全ゲノム解析

は，各事例相互の関連性を明らかとし伝播の状況に関

する有用な疫学的知見を提供するものと考えられる． 
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Phylogenetic Analysis of SARS-CoV-2 Variants Detected in Tokyo 
 

Hirofumi MIYAKEa, Kenshirou KUROKIa, Maya ISOGAIa, Masaki HAYASHIa, Takako YAMAZAKIa, Akane NEGISHIa, Takushi 
FUJIWARAa, Michiya HASEGAWAa, Hiroyuki ASAKURAa, Miyuki NAGANOa, Mamiyo KAWAKAMIa, Yu YAOITAa, Yurie 

KITAMURAa, Emiko KAKUa, Kohji MORIa, Sachiko HARADAa, Ryota KUMAGAIa, Ai SUZUKIa, Fumi KASUYAa, Arisa 
AMANOa, Tomohiro KOSUGIa, Mami NAGASHIMAa, Jun SUZUKIa, and Kenji SADAMASUa 

 
The whole genome sequences of 380 severe acute respiratory syndrome coronavirus-2 (SARS-CoV-2) variants detected in Tokyo from 

April to July 2021 were determined by next-generation sequencing. Their alpha and delta strains, compared with the nucleotide sequences 
of the registered domestic regional cases to international genome database, were analyzed with a phylogenetic tree. Therefore, in the case 
of alpha strains, there was a tendency for cluster formation in each region in Tokyo and the three neighboring prefectures and the Kansai 
region when it began to spread in Japan. Though in the subsequent period, slight regional differences were seen. Also, in the delta strains, 
clusters divided by region were seen in the early stage of spread, but in the later stage, the difference between the clusters by region became 
smaller in a shorter period. It was inferred that it may be a reflection of the effect of the spread of infection from the same origin in a short 
period. 

 
Keywords: COVID-19, SARS-CoV-2, variant, global initiative on sharing avian influenza data (GISAID), alpha strain, delta strain 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




